
経
団
連
21
世
紀
政
策
研
究
所
と
は

経
団
連
21
世
紀
政
策
研
究
所︵
以
下
、
21
研
︶は
、

₁
₉
₉
₇
年
に
経
団
連
が
設
立
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク

で
あ
る
。
企
業
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
テ
ー
マ
設
定
の

も
と
、
産
業
界
と
ア
カ
デ
ミ
ア
の
英
知
の
融
合
を
図

る
「
開
か
れ
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
と
し
て
様
々
な
研

究
を
推
進
し
て
い
る
。

現
時
点
で
運
営
し
て
い
る
研
究
会
は
図
表
の
通
り

で
あ
る
が
、
本
稿
は
そ
の
中
の
資
本
主
義
・
民
主
主

義
研
究
会
に
焦
点
を
当
て
て
紹
介
す
る
。

資
本
主
義
・
民
主
主
義
研
究
会
の
進
展

２
０
２
₁
年
に
発
足
し
た
資
本
主
義
・
民
主
主
義

研
究
会︵
研
究
主
幹
：
中
島
隆
博
東
京
大
学
東
洋
文

化
研
究
所
所
長
︶で
は
、
国
際
情
勢
の
変
化
や
技
術

革
新
、
感
染
症
の
拡
大
な
ど
が
資
本
主
義
・
民
主
主

義
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
た
（
注
１
）。

そ
の
後
、
２
０
２
２
年
₇
月
に
ボ
ン
大
学
マ
ル
ク

ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
授
（
注
２
）よ
りT

he
N
ew
Institute

︵
以
下
、
Ｔ
Ｎ
Ｉ
︶と
の
共
同
研
究
の
実
施
に
つ
い
て

21
研
に
提
案
が
あ
り
、
そ
の
提
案
を
受
け
る
形
で
、

２
０
２
２
年
11
月
に
中
島
研
究
主
幹
と
と
も
に
ド
イ

ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
あ
る
Ｔ
Ｎ
Ｉ
を
訪
問
し
た
。
Ｔ

Ｎ
Ｉ
は
、
ド
イ
ツ
経
済
界
の
問
題
意
識
を
も
と
に
、

国
際
情
勢
や
将
来
の
社
会
像
な
ど
に
関
し
、
ト
ラ
ン

ス
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
研
究
や
議
論
を
行
っ
て
い

る
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
所
で
あ
り
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
氏
が

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
て
い
る
。

ド
イ
ツ
を
は
じ
め
米
国
・
英
国
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ

ス
・
イ
ン
ド
等
か
ら
約
30
名
の
一
流
の
研
究
者
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
て
お
り
、
研
究
者
の
専
門
分
野
は
、
哲
学
・
文

学
・
文
化
人
類
学
・
政
治
学
・
物
理
学
・
会
計
学
・

環
境
科
学
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
、
実
に
多
様
で
あ
る
。

Ｔ
Ｎ
Ｉ
と
の
共
同
研
究
の
推
進

Ｔ
Ｎ
Ｉ
訪
問
時
に
は
、
日
本
を
含
む
欧
米
主
要
国

な
ど
が
こ
れ
ま
で
依
拠
し
て
き
た
民
主
主
義
・
資
本

主
義
と
い
う
も
の
の
価
値
の
揺
ら
ぎ
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
こ
れ
か
ら
の
人
類
の
将
来
を
構
想
す
べ
き
か
、

共
同
研
究
の
成
果
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
国
際
的

に
発
信
す
る
こ
と
が
有
効
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
き
、

ガ
ブ
リ
エ
ル
氏
ほ
か
Ｔ
Ｎ
Ｉ
フ
ェ
ロ
ー
と
の
間
で
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
、

Ｔ
Ｎ
Ｉ
の
考
え
方
が
21
研
の
課
題
意
識
と
極
め
て
近

い
こ
と
が
確
認
で
き
、
両
者
の
間
で
「
資
本
主
義
の

未
来︵
仮
︶」
を
テ
ー
マ
に
共
同
研
究
を
実
施
す
る
方

向
で
、
今
後
詳
細
を
詰
め
る
こ
と
と
し
た
。

訪
問
中
、
経
団
連
が
日
本
の
政
策
形
成
に
及
ぼ
す

影
響
や
今
後
の
経
済
社
会
の
変
革
に
向
け
た
基
本
的

な
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
21
研
か
ら
Ｔ
Ｎ
Ｉ
に
説

明
を
行
う
機
会
も
持
っ
た
。
Ｔ
Ｎ
Ｉ
側
か
ら
は
、
企

業
が
主
な
会
員
で
あ
る
経
済
団
体
が
資
本
主
義
そ
の

も
の
の
在
り
方
に
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
を
評
価
す

る
意
見
、
実
務
に
根
差
し
た
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
あ
る
課

題
意
識
の
も
と
、
経
済
団
体
が
有
す
る
シ
ン
ク
タ
ン

ク
な
ら
で
は
の
調
査
研
究
に
期
待
す
る
意
見
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
た
。
議
論
を
通
じ
、
資
本
主
義
の
こ
れ
か

ら
の
在
り
方
に
関
し
、
産
業
界
と
ア
カ
デ
ミ
ア
と
が

資
本
主
義
の
未
来
を
展
望
す
る

経
団
連
21
世
紀
政
策
研
究
所
事
務
局
長

吉よしむ
ら村
隆たかし
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国
境
を
越
え
て
融
合
す
る
か
た
ち
で
議
論
し
、
そ
の

成
果
を
国
際
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
極
め
て
重

要
な
意
義
が
あ
る
と
の
共
通
認
識
も
得
ら
れ
た
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。

ガ
ブ
リ
エ
ル
氏
か
ら
は
、
Ｔ
Ｎ
Ｉ
の
研
究
中
心
テ

ー
マ
が
⑴Socio-Econom

ic
T
ransform

ation,

⑵Future
ofDem

ocracy,

⑶Hum
an
Condition

in
the
21st

Century
の
３
項
目
で
あ
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｎ
Ｉ
が
米
中
以
外
の
第
三

極
の
主
体
と
そ
の
関
係
性
を
重
視
し
て
お
り
、
欧
州

と
日
本
、
中
で
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模
、
製
造
業
を
中
心

と
す
る
産
業
構
造
、
国
際
関
係
に
お
い
て
抱
え
る
課

題
な
ど
で
類
似
点
の
多
い
日
独
の
関
係
が
極
め
て
重

要
と
考
え
て
い
る
と
の
発
言
も
あ
り
、
共
同
研
究
を

含
め
た
今
後
の
両
者
の
関
係
強
化
に
向
け
た
強
い
期

待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

が
、
21
研
と
し
て
は
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本

主
義
」「
社
会
性
の
視
座
に
よ
る
企
業
活
動
の
再
定

義
」「
学
際
研
究
に
よ
る
新
し
い
価
値
の
創
出
」「
企

業
に
と
っ
て
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
重
要
性
」
と
い

っ
た
項
目
を
中
心
に
据
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
２
０
２
３
年
５
月
に
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
氏

を
は
じ
め
と
す
る
Ｔ
Ｎ
Ｉ
フ
ェ
ロ
ー
の
来
日
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
機
を
捉
え
た
リ
ア
ル
で
の
会

合
も
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
所
存
で

あ
る
。

21
研
は
、
激
動
す
る
時
代
に
お
い
て
未
知
な
る
も

の
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
、
異
質
で
多
様
な
知
見

を
持
ち
寄
り
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
が
必
要

と
の
認
識
の
も
と
、
異
質
で
多
様
な
知
が
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
で
接
触
す
る
「
ア
リ
ー
ナ
」
と
し
て
の
機
能
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ガ
ブ
リ
エ

ル
氏
や
Ｔ
Ｎ
Ｉ
と
の
共
同
研
究
は
、
そ
の
大
き
な
第

一
歩
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
従
来
の

取
り
組
み
に
こ
だ
わ
ら
な
い
多
様
な
活
動
を
行
う
こ

と
で
研
究
所
を
進
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
研
究
所
の

成
果
を
、
国
内
外
に
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
注
１
）こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
十
倉
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
経
団
連
首
脳
陣
と
中
島
研
究
主
幹
と
の
連
続
対
談
の
形
で

『
月
刊
経
団
連
』（
２
０
２
２
年
１
月
号
）、
21
研
「N

EW
S

LET
T
ER

特
別
号
」
お
よ
び
「
21
研
新
書
」
を
通
じ
て
順
次

発
表
し
て
い
る
。
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
本
号
30
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
注
２
）ガ
ブ
リ
エ
ル
教
授
の
寄
稿
は
下
記
の
通
り

『
社
会
的
市
場
経
済
と
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
』（
本
誌
２
０
２
２
年
１
月
号
18
～
19
ペ
ー
ジ
）、『
倫

理
的
資
本
主
義
を
目
指
し
て
』（
同
、
本
号
20
ペ
ー
ジ
）

21
研
の
さ
ら
な
る
進
化
に

向
け
て

今
般
の
訪
独
を
経
て
、
21
研
で
は

今
後
「
資
本
主
義
の
未
来
」
を
中
心

的
な
テ
ー
マ
に
Ｔ
Ｎ
Ｉ
と
の
共
同
研

究
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

検
討
項
目
に
つ
い
て
は
双
方
の
関
心

事
項
を
も
と
に
随
時
調
整
し
て
い
く

研究会 研究主幹

１．国際関係

１）米国研究会 久保 文明 防衛大学校長

前嶋 和弘 上智大学教授 (副主幹）

２）中国研究会 川島 真 東京大学大学院教授

３）欧州研究会 須網 隆夫 早稲田大学大学院教授

４）国際秩序研究会 田所 昌幸 慶應義塾大学名誉教授

５）国際法研究会 中谷 和弘 東京大学大学院教授

６）非西洋研究会 佐橋 亮 東京大学准教授

２．産業・技術

サーキュラーエコノミー研究会 梅田 靖 東京大学大学院教授

データに関する権利のあり方整理プロジェクト 宍戸 常寿 東京大学大学院教授

スタートアップフレンドリースコアリング検討会 入山 章栄 早稲田大学大学院教授

３．環境エネルギー

環境エネルギー研究会 有馬 純 東京大学大学院教授

竹内 純子 東北大学客員教授（副主幹）

４．税・財政

国際租税研究会 青山 慶二 千葉商科大学大学院客員教授

５．資本主義・民主主義

資本主義・民主主義研究会 中島 隆博 東京大学東洋文化研究所所長

図表 21世紀政策研究所が進める研究プロジェクト
（肩書は2023年４月現在）

意見交換の模様（左側中央：中島研究主幹とガブ
リエル教授（右）。右側が21研事務局）

49 2023・4




